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今日は、夏休みに入り１回目の登校日でした。思

いの外涼しい朝で、よかったです。真っ黒に日焼け

した顔で元気に登校する子どもたちの姿を見るこ

とができました。大きなけがや事件もなく、夏休み

の半分を過ごすことができました。 

今日８月９日は、長崎に原爆が投下された日で、

平和集会を行いました。６年生が調べた原爆につい

ての発表を聞いて原爆についての学習をしました。その後、平和の折り鶴の贈呈し、平和

を祈る歌を歌いました。そして、体育館に掲示した原爆の様子のパネルや 6.29 平和集会で

書いた全校児童の感想を読んで、戦争と平和について、しっかり感じて、考えました。 

さて、夏休みも残り半分、宿題は早めに終わらせ、余裕をもって９月からの学習に向か

うことができるようご家庭での声掛けをお願いいたします。 

＜８．９平和集会での校長・教頭講話＞ 

 本日の平和集会での講話の概略を掲載します。いろいろなメディアでも戦争と平和につ

いて報道されています。ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。 

 

戦争の体験を語り継ぐことの大切さ 

体験談から平和のありがたさを学ぶ 

［8.9平和集会・校長・教頭講話］ 

おはようございます。今年は、特別に暑い夏の日が続いていますね。 

今日は、今から７３年前、１９４５年８月９日、３日前の広島に続いて、長崎に原子爆

弾が落とされた日です。長崎の町は一瞬にして熱線と爆風によって破壊され、約７万４千

人の人が亡くなりました。生き残った人もその後、やけどやけが、放射線の影響でなくな

ったり、長い間病気に苦しんだりされました。 

原爆が長崎に落とされる経緯を調べてみると長崎の人にとっては、悪い運命だったと考

えるしかありません。と同時に、私たち愚かな人間が起こした大きな罪であることを強く

認識します。日本が戦争へ突き進んだ経緯、原爆投下の是非を巡る論争、そして投下の日

の気象状況までもが、いくつもの選択肢があった中で、長崎への投下のボタンへとつなが

ってしまいました。 

私たち人間が、戦争を対話で解決できるコミュニケーション能力、原爆投下後の状況を

予想できる科学的な目と、惨劇を真に感じることができる心、そして、やめることができ

る勇気と決断力を持ち合わせた優れた人間だったら、このような悲劇は起こらなかったで

しょう。 
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図書室にある本『戦争と平和のものがたり』の解

説に「戦争体験がなくても、それを教えてくれる小

説や童話によって戦争のおろかさと平和のありが

たさを学ぶことができます。」と書かれています。

すぐれた作品を読めば、たとえ子どもであっても戦

争の本質を知ることができます。」しっかり受け止

めて、戦争のことについて真実を知ってください。 

さて、今年は、戦争の体験談を語り継ぐということに注目したいと思います。そこで、

教頭先生に原爆を体験されたお父様から聞かれた話をしていただきます。 

【教頭の話】 

私の父は、昭和２年生まれなので、原爆が落とされた昭和２０年には、１８歳でした。

今で言えば高校生です。五島の宇久島に住んでいました。でも、若い男の人がみんな兵隊

にとられて警察官が不足しているということで、昭和２０年の４月に警察官として働くた

めに長崎市に行きました。８月９日もいつものように働いていました。ちょうど原爆が落

とされた１１時２分には、偶然、用事があって、地下室に行っていたそうです。だから、

命が助かりました。用事がなくて地上にいたら、死んでいたでしょう。そしたら、私もい

ないし、私の２人の子どももいません。原爆は、私にとって身近な存在です。 

父からは、これ以上の原爆の話を聞いたことがありません。なぜだろうと想像してみま

した。父は、地下室で目や口を押さえてうずくまって時間を過ごした後、地上に出てきた

ようです。そのときに父が見た光景を想像してみました。さっきまで一緒に働いていた人

たちがどんな状態になっていたか・・・。だから、父はこれ以上の話をしなかったのでは

ないかと思います。 

原爆が落とされたときは、コンロの火が一瞬に

してつくように、町中に一瞬にして火がつくよう

なものです。父が幸いなことに生き残ってくれた

おかげで、ここに私がいます。父は、８０歳まで

生きてなくなりました。私は被爆２世ですがここ

まで元気に生きています。 

今日は、原爆が決して人ごとではないということをみんなに分かってほしくて話をさせ

てもらいました。 

 

 

                ＜予定ですので変更がある場合があります＞ 

  ３日（月） 前期後半授業開始 通常の集団登校 通常通りの授業後下校 

        おはなし宅配便開始 ＊毎週月曜日朝の時間 

  ５日（水） かがやき算数丸付け先生開始 ＊毎週水曜日朝の時間 

  ６日（木） 授業参観・懇談   校内夏休み作品展(体育館) ～７日（金） 

           ※校内夏休み作品展は、６日（木）７：３０～１８：３０、７日（金）７：３０～２０：００(金) 見学可能です。 

 １３日（木）、１４日（金） 6年生修学旅行 長崎市方面へ 

 １４日（金）～１７（月・敬老の日） 市夏休み作品展（島瀬美術センター）  


